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昭和55年度の地質調査所の研究②

企画室

ResearcbP1anningO箭｡e

北部)市野瀬(長野県西部･岐阜県東部)三瓶山(島

根県東部)岩国(伊予灘および日向灘)

■経常研究

地質調査所の経常研究は地質および地下資源に関す

る目的基礎研究を行うものであるが当所における研究

課題の位置づけによって所内指定研究と一般経常研究

に区分して研究業務を推進する.経常研究の実施に当

たっては研究テｰマの意義目的目標計画年数

必要経費最終成果等の計画をより明らかにするととも

に研究成果を速やかに公表し社会への還元を図ること

に努める.

以下昭和55年度経常研究の研究方針と研究計画の大

要および研究担当部課を各研究グルｰプごとに紹介する.

3)印刷(2)一太平山(秋田県西部･山形県西北部)亀

山(名古屋･京都･大阪･神戸地区)

I所内指定研究

国土の開発･利用･保全等の基礎とたる5万分の1地

質図幅の作成を強力に推進する.とくに緊急性のある

地震予知に係る特定観測地域のみならず他地域も含め図

幅の作成に努力する.

I-1特定地質図幅の研究

研究方針:地震予知研究の重点地域として指定され

ている8特定観測地域｢北海道東部｣｢秋田県西部･

山形県西北部｣r宮城県東部･福島県東部｣r新潟

県南西部･長野県北部｣r長野県西部･岐阜県東部｣

｢名古屋･京都･大阪･神戸地区｣｢島根県東部｣およ

び｢伊予灘および日向灘周辺｣において地質調査研究

を行い地震予知に必要な総合的地質資料を提供する.

本研究ではとくに活構造に留意し成果は｢5万分の1

地質図幅｣および｢地域地質研究報告｣として印刷公刊

する.計画第2年度にあたる55年度は10図幅の調査

研究を行う.

.研究担当部:地質部カミ中心となり環境地質部海洋

地質部鉱床部北海道支所大阪出張所中国出張所

秋岡大学東北大学岩手大学大阪市立大学中央大

学広島大学岡山大学が協力する.

I-2地質図幅の研究

研究方針:本研究はわが国の地質を明らかにするこ

とを目的として国土の開発保全に関する基礎資料を提

供し併せてわが国の地質学の発展に寄与する.その

成果は｢5万分の1地質図幅｣および｢地域地質研究報

告｣として印刷公刊する.

研究計画

�
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野外調査完了図幅(6)一上の国下染神ノ浦佐世保

魚貫牛深

継続調査図幅(12)一長万部黒石鶴岡水戸藤原

寄居五目市八幡津東部大朝上土居末吉

補備調査図幅(1)一陸中大野

55年度出版予定図幅一上郡図幅ほか9図幅

研究計画

1)野外調査完了図幅(6)一家潟(秋田県西部･山形県西北

部)松島古川(宮城県東部･福島県東部)三目町

(長野県西部･岐阜県東部)大阪西北部(名古屋･大阪

･神戸)諸塚山(伊予灘および日向灘周辺)

2)野外調査継続図幅(4)一信濃池田(新潟県南西部･長野県

研究担当部:地質部が中心となり地殻熱部鉱床

部環境地質部海洋地質部北海道支所大阪出張所

九州出張所が協力する

2.一般経常研究

国･社会および学界の動向と要請に留意しつつ各分

野の目的基礎研究地域開発の基礎となる研究等を研究

者の自主性と創造性とを尊重しつつ積極的に進める･

その際とくに新たな研究開発のシｰズの育成に留意

し各分野を総合する研究推進体制･研究方法の確立に努

める.

2-1地質編さんの研究

研究方針:日本の地質についての総括的研究とく

に地史学的研究と地体構造論的研究を基礎として日本�
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の地質を系統的に全体的あるいは地域的に総合するこ

とを目的としている.具体的には500万分の1200

万分の1100万分の1などの全国地質図50万分の1

および20万分の1地質図幅ならびにその他の出版物

(AnOut1in･･fth･G･･1･gyofJ･p･nなど)の作成およ

び改訂を進める.さらに世界地質図委員会関係など

の国際的荏プロジェクトに協力する.また以上の目

的のために資料収集･整理を行う.

昭和55年度は20万分の1図幅の作成に重点をおき調

査終了図幅の完成･印刷を促進し継続図幅(3枚)の

野外調査を完了させる.なお20万分の1地質図幅は

全国123枚(千島･小笠原を除く)のうち未着手のものが

63枚あるがこれの編さんに当っては社会的要請のと

くに強い地域(太平洋ベルト地帯･地震特定地域など)および

5万分の1地質図幅などの地質資料の乏しい地域(いわ

ゆる空白地域)から重点的に選定することとし5ヵ年計

画を策定して取組む.55年度はこの計画の第1歩とし

て既存資料に乏しい福島県周辺地域の資料収集を行う.

研究計画

1)20万分の1地質図幅室蘭盛岡千葉の作成

2)200万分の1および500万分の1日本地質図の改訂

研究担当部:地質部が中心となり環境地質部地

殻熱部北海道支所岩手大学和歌山大学が協力する.

2-2層序･構造地質の研究

研究方針:本研究は堆積･構造などに関連した地

質現象の基礎的理論の発展をめざした研究地域地質の

詳細かっ総合的た研究による地史･古地理の復元調査

･研究手段の開発をめざした研究を行う.また日本

列島およびその周辺の地質･地史の総合的な把握を目標

とした研究を行う.

研究計画

1)本州地向斜の終末と内側モラッセ盆地の形成との関連につ

いての造構的･堆積学的研究

2)外帯および四万十地向斜の発展に関する構造発達史的研究

3)二畳紀･三畳紀のコノドントによる生層序学的研究

4)新生代堆積盆地の古地理･堆積環境の変遷に関する研究

研究担当部:地質部

2-3岩宿地質の研究

研究方針:54年度までの地質の研究を層序構造系

と岩石系に区分したものの一方に相当する本研究は

地質調査所が果すべき地質学的役割のうち岩石部門の

研究を行い日本列島および周辺における岩石種の各地

質時代における火成活動･変動作用の研究を行うと共に

調査･研究手段の開発を目指すものである.

研究計画

!)火山岩の研究:黒富士火山および七時雨火山の研究

2)日本の火成岩の記載岩石学的な研究

3)EPMAによる火山岩の造岩鉱物形成過程の研究

4)緑色岩に伴う堆積岩の研究

研究担当部:地質部が中心となり海洋地質部が協

力する.

2-4地質標本の研究

研究方針:54年度までは新設される標本館に展示

する標本･展示物のプランニング･収集に努めてきた.

55年度からは本来業務である国際的に重要な課題であ

る地質標準試料に関する研究の発展を目標とし国内鉱

石標準標本の組織的収集と研究および化石鉱物岩石標

本の整備を行いこれらの分類標準化に関する研究を実

施する.さらにボｰリングコア資料の整備を行う.

研究計画
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電算機による標本管理システム:標本デｰタのEDPS化

推進およびシステムの拡張

国内鉱石標準標本に関する研究:秋田県餌釣鉱山(黒鉱々

床)

標本の分類標準に関する研究1塩原化石植物癬および関

東々部の鉱物研究

北海道歌登町産テスモスチノレス化石標本に関する研究:化

石骨の整形クリｰニングおよび樺太気屯標本との比較研

究

展示標本資料および交換標本の収集:筑波山周辺の地質

情報および晶洞鉱物標本の収集

6)標本ボｰリングコア試料および展示の整備

研究担当部:地質部が中心となり鉱床部環境地

質部北海道支所東京大学が協力する.

2-5海洋地質の研究

研究方針:日本周辺海域全般の地質を把握するとと

もに海底特有の地質的諸現象を解明するための基礎的

研究を実施する.このためとくに将来の研究の進展�
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が予想されるものおよび大き恋波及効果が期待される課

題について地質学的･岩石学的ならびに探査技術的観

点からの基礎的研究を行う.これに関連して内外の

海底地質情報を収集し海上研究で得た試･資料の処理

管理体制を強化するとともに海外との情報交換を活発

化する.調査研究業務遂行に際しては所内外の関連

部門･機関との積極的な協力を行う.

研究計画

1)海底地質層序構造に関する基礎的研究

2)海山に関する堆積作用の研究

3)大陸斜面地質構造解析の基礎的研究

㌩

その解析プログラムの開発を進めるまたマイクロコ

ンピュｰタを船上調査に利用し機器制御やデｰタ収録方

式の開発を行う

海底近傍の物理探査の研究1深海底における3.5kHz送

受波器の改良テストおよび深海用プ回トンの応用.深海

堆積物の残留磁気測定については消磁法の改良と測定迅

速化のための基礎的研究を行う

研究担当部課:海洋地質部海洋地質課が担当する.

2-6海洋鉱物資源の研究

研究方針:深海底鉱物資源および日本周辺海域の海

底鉱物資源探査技術を確立するための基礎的研究を行う.

とくに海洋および沿岸水域の堆積学的な調査研究から

有用元素の挙動についての動態把握を行う.

研究担当部課:海洋地質部海洋物理探査課.

2-8水資源の研究

研究方針:地下水を地球における水の循環系の一

段階としてその分布や挙動を自然の経年変化および人

為作用による変化の両側面からとらえ広く各方面の問

題に対処するための基礎資料をととのえる.

研究計画

1)岩盤の水文地質に関する研究:北部北上山地および掩美諸

島与論島において岩盤地帯の製カ地下水を対象とし地質

構造に支配された地下水の挙動･収支形態を明らかにする

㈩

研究計画3)

1)深海底鉄マンガン鉱床に関する基礎的研究:珪質堆積物と

マイクロノジュｰノレの成因についての研究

2)海底骨材資源に関する研究:品位変化について資料収集

(愛媛県下)4)

3)内陸湖周辺水系からの搬入物質とその総量変化の研究(琵

琶湖と霞ケ浦)

4)閉鎖性海域における物質循環に関する研究(東京湾)

研究担当部課:海洋地質部海洋鉱物資源課.

2-7海洋物理探査の研究

研究方針:海洋地質を地球物理的手法により調査研

究することおよびその調査･測定･処理技術を開発し適

用することを目的とする.音波探査に関してはデジ

タル化の方向を主として進めて行く.

地下水の塩水化に関する研究

γ線波型分析とパルス発生中性子検層による地下水探査技

術の研究:地下水の経済的取得に必要な帯水層の物理的性

質解析のため大孔径の水井戸に適用されかつ安全性に

視点を置いた孔井内検層機器を開発する

水文環境図法に関する研究:福井県敦賀平野を対象に地

質に視点を置いた水文環境地図の作成技法の提起を試み

る

研究計画

1)音波探査技術の研究:A/D変換方式による数値化処理の

電算機利用に用いるプ回グラムの体系をまとめ浅海域に

おける底質･海底下浅部の微細構造調査および解析の手法

を探るまた水槽実験装置による水中音響測定の基礎

を作り実用化を進める

2)海洋地球物理デｰタの処理･解析技術の研究:船上で取得

したデｰタ(重力･磁気･音波探査)の総合解析を行い

5)地下水情報の収集･編集:将来の地下水障害の予測各種

の公害問題の対処に必要な資料をととのえるため永年実

施して来た地下水位･水質の通年観測を継続するまた

資料が整備された天竜川下流地域については水理地質図

を作成するさらに東京西部丘陵地帯については水文

地質構造を既刊の調査成果の再検討を通じ総括する

研究担当部課:環境地質部水資源課地震化学課

2-9環境地質の研究

研究方針:地質現象の環境科学的評価に関する基礎

的研究を行う.すなわち環境基盤としての地質現象

のうち普遍かつ永続的なものに侵食･堆積･火山活動

および地盤の構造等が挙げられる.それらを対象とし

て人間生活の安全に係る環境評価とその事前予測のため

の研究を進める.

研究計画

1)砂浜海岸の変遷に関する研究:侵食堆積の異常変化のプロ

セスと堆積物質の供給経路の究明に主眼を置いて海津線�
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の変化を予測するための手法確立を目標としている

2)四万十北帯における斜面崩壊地帯に関する研究

3)沖積平野地盤地質図に関する研究:沖積層の層序区分と構

造の把握およびそれらによる災害予測等を目標とする

4)火山災害に関する降下火山灰の研究

研究担当部課:環境地質部環境地質課地震物性

課および四国出張所.

2-10地震地質の研究

研究方針:地震活動を地質構造の発達過程において

現われる現象の一つと見る立場から地質構造とくに第

四紀後期の構造運動と地震活動との関係を地形･地質学

的に追求すると共にわが国の活構造に関するデｰタの

集積に努める.とくに当面社会的要請の大きい地震

予知に関する各種プロジェクト研究を支え更に進展さ

せるため当グルｰプの研究課題･対象地域の選定に際

しては特別研究等との連携を図ることに努める･

研究計画

1)活断層および地震断層の地形･地質学的研究:活断層から

地震危険度をより定量的に推定するための基礎的研究とし

て地形学を含む第四紀学的方法ならびに構造地質学的方

法により活断層および地震断層の精査を行う

2)第四紀後期の地殻変動に関する研究:相模･関東の両構造

盆地において段丘の波状変形や傾動についての基礎的研

究を行う

3)微小地殻変動計測のための研究活断層等の変位運動観測

のための手法の改善およびその解析手法向上のための基礎

的な研究を行う

4)活断層に関するデｰタベｰスの作成:わが国の活断層･地

震断層に関する諾資料を収集･整理し所内外の活断層に

関する調査研究に資すると共に日本の活断層を総合的に

把握する

研究担当部課:環境地質部地震地質課地震物性課

2-11地震物性の研究

研究方針:地震予知などの特別研究の基盤として

またそれらと関連しつつ地殻および上部マントルに

おける各種構造運動とくに地震活動の実体把握とその

基本的理解のための基礎研究を行う.

研究計画

1)震源破壊機構の研究:地震源における破壊のプロセスと機

構を実験的･理論的に解明する･特に微小破壊の発生機

構を調べ地震の前兆現象を明らかにする

2)活構造地域における微小破壊の研究1活構造地域における

微小破壊(地震)の発生状況を野外において観測しさら

に採取した岩石試料の室内実験における観測結果との関係

を研究する

㌩

�
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破砕帯構成物質による断層破砕帯の研究:阿寺断層系の断

層破砕帯構成物質について解析を行う

爆破地震動に関する基礎的研究1人工爆破およびその地震

動の観測に関する従来のデｰタを収集解析して技術的基礎

情報を抽出し観測実験に関する実地に有用匁指針を得る

ための研究を行う

岩石破壊実験におけるAE振源の決定:岩石破壊実験にお

いて微小破壊音(AE)の性質の変化を調べ地震前兆現

象の解明に資する

研究担当部課:環境地質部地震物性課地震地質課

2-12地震化学の研究

研究方針:地震予知に関する研究の一環として観

測指定地域等における地下水および地下ガス等に関し

水理地質地球化学的研究を行い予知に関する基礎資

料を把握する.業務の遂行に当って特別研究等との連

携を図ることに意を用いる.

研究計画

1)地震予知に関する地下水位･水質の研究:特定観測地域に

指定されている長野県西部･岐阜県東部地域の既存井を対

象とし水位水質ガス等の研究を行い観測システム

に関する基礎資料とする

㈩

地下ガスの化学成分に関する研究:静岡県愛知県下の地

震断層活断層等を対象とし土壌ガス中の化学成分およ

びその経時変化等に関する研究を行い断層の活動度との

関係地下ガスによる断層探査の可能性を明らかにする

研究担当部課:環境地質部地震化学課水資源課.

2-13地殻熟資源の研究

研究方針:地殻熱資源の評価技術の進歩を目標に

地殻熱資源資料収集･総合地殻熱資源分布地質学的

温度測定および地熱温泉水理の研究を行う.地殻熱資

源評価にあたっての熱源評価貯留層構造および水流動

形態の3要素のうち熱源評価および水流動形態に力点を

おいて研究する.

研究計画

1)地殻熱資源資料収集･総合

2)地殻熱資源分布と地質構造:南伊豆西部の地質構造と地熱�
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資源分布との関係を研究する

3)検層による貯留層構造:地熱貯留層の地温およびフラクチ

ャｰ分布を推定する方法論の研究を行う

4)火成岩体の熱履歴:熱源岩評価のため火成岩体のフィッ

ション･トラックを利用して冷却史を明らかにする

5)変質による地質学温度測定:堆積岩中の微細な炭質物の熟

成度(ビトリニットの反射率)で地熱地帯の古地温測定を

行う

6)斜長石･ガラス法による地質学的温度測定1ガラスの保存

が最もよい火山弾を中心にEPMAを用いて斜長石と

ガラスとの化学平衡の温度依浄性を利用した地質学的温度

測定を行う

7)貫入岩の地質学的温度測定:酸性マグマの温度評価のため

熊野酸性岩分布域をモデルフィｰルドとして二長石法

ガラス包有物を利用した地質学的温度測定を行う

8)地熱温泉水理:島原半島地域を対象に土壌ガスの多成分分

析土壌･噴気ガスC02の同位体分析およびとりまとめ

を行う

研究担当部課:地殻熱部地殻熱資源課地殻熱物

性課および技術部化学課.

2-14地殻熟探査の研究

研究方針地熱資源の探査法地熱貯留層および地

殻熱構造の解明に関する新しい方法の開発研究およびそ

れに必要な基礎的研究を行う.

2-15地殻熱物性の研究

研究方針地熱環境下における岩石鉱物の化学的･

物理的性質に関する研究および地熱開発に伴う地下環境

保全に関する研究を行う.

研究計画

1)地熱地域における岩石と水の反応に関する研究:変質帯の

形成条件を固体･液体の双方の研究から明かにし地熱資

源の探査･評価に役だてる目的で緑色変質と白色変質と

の関係を鉱物学的に検討するとともにTL法の温度安定

性等精度向上のための検討を行う

2)流体を含む岩石の物性の研究:地熱地域で起る微小地震発

生のメカニズムを研究する目的で流体を含む岩石の高圧下

における弾性的性質を調べ並行して地熱地域の微小地

震に関するデｰタの収録と結果の検討を行う

3)地熱地の地下環境保全に関する研究:地熱地域の地下水お

よび熱水系の変動を検出するために重力モニタリング法

について理論的検討を行う

研究担当部課:地殻熱部地殻熱物性課.

2-16鉱物資源の研究

研究方針:鉱床生成区に関する基礎的および応用的

研究を行いこれを基礎に国内外の鉱物資源の賦存予

測を行う.このため鉱物資源に関する諸資料を収集

･整理の上総合解析を行い広域的および地域的な分布

･配列の特性･規則性を解明し鉱物資源の開発･利用

に資する基礎的資料を提供する.

研究計画

1)地熱評価のための地質遠隔探知の研究:地熱資源賦存の場

所と状態とを評価するために各種リモｰト･センシング

技術を用いて行う

2)変動磁場による電気伝導度分布不均一性の研究:変動磁場

を測定することから熱水系に起因する電気伝導度異常の

検出可能性を理論面から研究する

3)地熱地における熱水流動の研究:北海道濁川温泉地域を実

験地とし地熱開発力凋辺地熱地域に与える影響を把握す

るために地表･地下の水の流動の状態を明らかにする

4)地殻熱構造の研究:地殻内での深部から浅部に至る熱輸送

のプロセスを把握することを目的として熱流量を厳密に

求めることによって対流型温度構造を実証し併せてキ

ュリｰ点法の理論的検討を進める

研究担当部課:地殻熱部地殻熱探査課物理探査

研究計画:

1)鉱床予測に関する基礎的研究:ホｰフィリｰ型鉱床の探査

法を確立するために成層火山底成因説の立証を試みる

2)鉱床分布に関する基礎的研究1

(1)鉄･クロム･チタン･ニッケル･コバルト･そう鉛鉱床

分布図(1/200万)鳥取県･岡山県

(2)ウラン･トリウム･ベリリウム･ジノレコン･希土類鉱床

分布図(1/200万)福岡県･佐賀県

(3)雑非金属鉱物鉱床分布図(1/200万)補完作業

3)50万分の1鉱床図作成

(1)金沢(補完作業)

(2)鹿児島

研究担当部課:鉱床部鉱物資源課カ沖心となり

鉱床研究課大阪出張所名古屋出張所九州出張所が

協力する.

部技術開発課.�
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2-17鉱床探査の研究

研究方針:日本の鉱物資源の賦存状態を把握すると

共に地質鉱床学的考察を加え資源予測のための理論

と手法の確立を図る.さらに地質学的探査法の確立

を各種の鉱床について行うための基礎的研究を行う.

研究計画

!)重金属元素の賦存状態に関する地球化学的研究

(1)タングステン鉱床を伴う花筒岩類の研究

2)金属鉱床の地質構造解析に関する研究

(1)本邦の堆積型ウラン鉱床の研究

(2)大江鉱山の銅･鉛･亜鉛･マンガン複成脈鉱床の成因

3)非金属鉱床の地質構造解析に関する研究

(1)兵庫県下のろう石鉱床の研究

(2)パｰライト鉱床の研究

4)鉱床探査の店用研究

(1)放射ラジオグラフィｰによる金属鉱物の研究

5)鉱床の産状と規模に関する研究

11)鉱床情報の解析･処理手法に関する研究

研究担当部課:鉱床部探査研究課カミ中心となり

技術部化学課北海道支所カミ協力する.

2-18鉱床の研究

研究方針:鉱床が起源物質から出発して複雑な過程

を経て鉱床形成の場に達し地質および物理化学条件の

変化により鉱床を生成する全過程を明らかにする.日

本の鉱床にみられる国際的テｰマは特に注目しまた

鉱床の成因解明に必要なテｰマと素材とは全地球的に求

め研究結果の適用と社会への還元においては日本国

内のみならず国際的にも貢献することを目的とする.

研究計画

1)貫入体最頂部と鉱化作用:貫入体最頂部は火山性深成型

鉱床の如何を間わず重要な火成鉱床の場であるその場にお

けるマグマの分化固結作用熱水循環機構と物理化学条件

の変化を究明するための研究を行う

2)鉱液の地球化学:鉱床をもたらす鉱化溶液についてその起

源供給機構化学的性質鉱石を沈殿させる物理化学条

件を化学的同位体的手法を用いて研究するまた岩

石と熱水溶液の反応によって生ずる化学的同位体組成変化

と鉱床生成との関連性鉱石鉛の起源論同位体比測定の

微量化と測定法の改良流体包有物の同位体組成分析の技

術開発なども実施する

研究担当部課:鉱床部鉱床研究課が主と在り北

海道支所が協力する.

2-19鉱物の研究

研究方針:鉱物とくに鉱床構成鉱物の物理的･化

学的諸性質を解明し地球化学の諸分野に役立っ基礎デ

ｰタを提供することを基本方針とする.中心的業務は

天然ならびに人工の諾鉱物につき結晶構造の解析結

晶成長過程の追究結晶化学的デｰタの集積などを行う

ことにあるカミ研究の進展に伴い関連諸分野との学際的

テｰマも随時取上げ対象とする.

研究計画

1)硫化鉱物の超構造:実在結晶か示す理想的構造からのズレ

の問題がとくにCu一(Fe)一S系Zn-S系鉱物で取上

げられる結晶の不完全性とその生成条件との対応の解

明を目的とする

2)珪酸塩鉱物の化学組成と光学性1化学組成の変動による鉱

物の諸物性の変化を追求するもので鉱物同定技術の開発

鉱物の成因的研究へと発展させる具体的な対象はマン

ガン珪酸塩鉱物タングステン酸塩モリブデン酸塩鉱物

水晶などである

研究担当部課:鉱床部鉱物研究課が主となり名

古屋出張所が協力する.

2-20;百炭地質の研究

研究方針:石炭資源の重要性カミ見直され石炭利用

法の改善が急務とされている現在わが国の諾炭田に産

出する各種石炭を主対象としてその石炭岩石学的語特

性と物理･化学的語特性ならびに石炭形成の地質学的

諸条件との間の関係を解明すると共に新しい石炭化度

の指標を確立する.また炭閏生成機構解明の一環と

して行われてきた関連地域における古生物学的堆積学

的研究については地域毎にとりまとめる.これら基

礎的研究を実施することにより石炭鉱床形成に係る

地質学的要因を解明し探査技術の強化･改善を図り石

炭資源の有効利用に寄与する.

研究計画

1)石炭組織･石炭化度と石炭諾特畦の地質学的研究

(1)石炭組織分布と旋田堆積盆形成機構

(2)石炭組織･石炭化度別による石炭の物理･化学的特性並

びに精製炭の炭質の比較

(3)石炭化度の鉱物学的手法による新パラメｰタの開発

2)炭田生成環境の研究

(1)貝類群集と生息環境

(2)現世海岸堆積物中の重鉱物組成

(3)含炭新第三系の植物相解析

研究担当部課燃料部石炭課カ沖心どたり技術

部化学課地球化学課および地質部地質標本課が協力す

る.

2-21宿泊地質の研究

研究方針:共水性ガス鉱床の生成条件を明らかにし�
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がつその資源としての評価ならびに無公害開発を可能に

するための調査研究を実施する.岩石物性に関する研

究を基礎として石油･天然ガスの地下貯蔵適地選定の

規準確立に寄与する.

発のシｰズを掴養するように努める.とくに微細構造

の探査技術に焦点をしぼり関係諸機関とも密接な連携

を保ちつつ弾性波電磁気等の各手法による先導的研

究を推進する

研究計画

1)共水性ガス鉱床に関する研究

(1)常磐ガス田の研究

(2)九十九里ガス田の研究

(3)関東平野中央部の低重力地帯の地質と地下資源に関する

研究

(4)北陸地方の共水性ガスに関する研究

2)岩石物性に関する研究

(1)堆積岩の圧密と物性進化に関する研究

(2)炭酸塩岩の物性に関する研究

研究担当部課:燃料部石油課が中心と在り技術

部化学課地球化学課が協力する.

2-22物理探査の研究

研究方針:重力･磁気等の基礎的物理探査デｰタに

よる地下構造の解明のための研究を行う.また地下

資源開発上重要な地域の物理探査を実施しその地球物

理的地下構造を明らかにして地下資源開発面での基礎

的資料を得る.一方地質調査をはじめとする各種の

地殻に関する国土の調査･開発に資するため国内で実

施されている物理探査研究の総括を行う.

研究計画

1)重力･磁力探査による地下構造の研究:青森県および秋田

県北部の重力･磁力探査デｰタを系統的にコンパイノレし

その解析結果から地下資源開発のための基礎資料を得る

2)鳥取県地域の重力･磁気探査:鳥取平野･倉吉平野･大山

を中心とした地域の重力探査および一部地表磁気探査を行

い既存資料も併せて検討してこの地域の地球物理的地

下構造を明らかにする

3)物理探査調査研究一覧表編集昭和54年に国内で行われた

物理探査研究の概要を収集･編集しまた簡単な統計的

処理を行い考察を加えるこれらの結果は標題の出版物

として公刊する

研究担当部課:物理探査部探査課が中心となり

同部応用地球物理課鳥取大学が協力する.

2-23物理探査技術の研究

研究方針:各種の物理探査法に関する測定技術デ

ｰタ処理･解析法などの基礎的な研究を行い新技術開

研究計画

1)浅層反射信号の検出手法の研究1浅層反射信号の検出に関

する実用上の問題点の検討を行うS波受振器による鮮

設置法の改良を図るとともに共通反射点水平重合法の基

礎実験を開始する

2)活構造地域における電気的探査手法の研究:著名な地震断

層である秋固県東部の千屋断層地域において直流電界並

びに変動電磁界を利用した探査手法によって断層下部の

立体的比抵抗分布を解明するまた岩石試料の複素比

抵抗特性の研究を開始し変質作用および岩石鉱物種類等

を推定する手法の可能性を検討する

研究担当部課:物理探査部技術開発課カミ中心とな

り同部探査課が協力する

2-24応用地球物理の研究

研究方針:岩石の地球物理学的な性質を基にして

地殻構造の研究を行う.

研究計画

1)花商岩の放射能と磁性に関する研究:新潟･山形県に分布

する花開岩類の放射能と帯磁率の特性を明らかにし阿武

隈山地のそれと比較検討して東北日本における花商岩類

の広域的変化を究明する

2)重力分布の研究:伊豆半島北部一駿河湾周辺地域の地殻構

造解明の資料を得るためこの地域の重力図を完成する

㌩

地球物理的資料による平野の地下構造の研究:関東平野の

重力図のコンパイルとその解析を中心とした研究を行う

さらに地震探査･坑井･空中磁気図等のデｰタと併せて

地下構造の解明に努める

研究担当部課:物理探査部応用地球物理課探査

課地殻熱部地殻熱資源課および環境地質部地震物性課

カミ行う.

2-25地球化学の研究

研究方針:地殻･マントルにおける元素および化合

物の分布存在形態並びに移動に関する基礎的な研究を

実施し地質諸現象の解明に役立てる.同位体比測定

や地質年代の決定により地質学上の諾問題の解決を行う.�
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研究計画

1)火成岩の地球化学:Rb･Sr･希土類元素などの微量元素

の定量およびSr･Pb同位体比の測定値から島弧火成

活動の地球化学的な研究を行うわが国の島弧系火山岩

類の比較研究のためアラビア層状地火山岩類についても

検討する

2)堆積地球化学:第三系泥質岩の化学成分の存在量と存在形

態とを明らかにし堆積環境を究明する炭化水素の生

成･変化の過程を追求し石油･石炭の成因解明の基礎資

料とする土壌ガスおよび地下水･温泉等に伴うガス中

のHe同位体比を測定しその変化と地殻活構造との関連

を究明する

3)地質年代の研究:岩石の年代をK-Ar法によって測定し

日本列島の地史を明らかにする液体シンチレｰション

カウンタｰによるC同位体年代測定法を確立しこれを天

然試料に適用する

研究担当部課:技術部地球化学課が中心となり

同部化学課および特殊技術課燃料部石油課環境地質

部地震化学課が協力する.

2-26応用地球化学の研究

研究方針:環境評価･資源の予測と評価等に関する

応用地球化学的研究地質試料の化学分析法の研究地

球化学的標準試料の研究ならびに地質試料の分析業務を

推進する.

研究計画

1)地質および地下資源の赤用地球化学的研究:地球化学的バ

ックグラウンドの研究花南岩類中微量重金属の化学的研

究堆積岩中の有機物の研究炭酸塩岩石の化学成分に関

する研究深海底堆積物の主･微量成分の研究地下水の

化学成分に関する研究を行う

2)地質試料の分析法の研究:機器分析の応用としてけい光X

線および元素分折装置による分析法の研究標準分析法と

して深海底堆積物の分析法JIS関係等規格分析法当所

における化学分析法の編集等を行う

3)地球化学的標準試料の研究:各種岩石標準試料の作製法と

化学成分の研究を行う

4)化学分析業務:所内各部課の研究業務に係る岩石･鉱石･

ガス･水寺の分析業務を行う

研究担当部課:技術部化学課が中心となり同部

地球化学課地殻熱部地殻熱物性課海洋地質部海洋鉱

物資源課鉱床部鉱床研究課および鉱物資源課地質部

層序構造課が協力する.

2-27地形･測量技術の研究

研究方針:地質の調査研究に必要な地形に関ナる情

報を提供するため地形･測量技術の向上に努める.

55年度は地質図幅地震地質海洋地質防災等の各研

究グルｰプと密接な連携のもとにこれらに関連する技

術研究の推進に主眼をおきその充実を図る.さらに

所内外の地形測量に関する技術的な相談業務に応ずる

ため関連機関との連携を保ち資料の収集･解析たど

を行う.

研究計画

�

㈩

㌩

�

地盤変動帯の測量学的研究1地震断層周辺の地盤変動の測

定に関する研究

写真判読による地形形態放らびに地形計測に関する研究:

火山山麓における泥流丘の分布に関する研究

地質図幅における各種岩石の面積値の精密測定技術の研

究:100万分の1日本列島地質図における各種岩石分布の

精密測定

測量技術の向上と開発に関する研究

研究担当部課:技術部地形課が中心となり地質

部広域地質課が協力する.

2-28海外地質の研究

研究方針:海外地質の分野における国際協力が強く

要請されている現状にかんがみ海外の地質ならびに鉱

物資源に関する資料を系統的に収集･編さん･解析する.

併わせて国際機関･各国地質調査所･大学などと共同

研究を推進する.さらに発展途上国への専門家派遣･

研修員受入れなど技術協力を実施する.

研究計画

1)環太平洋マップ･プロジェクト:国内委員会国際バネノレ

会議の運営関係国との協議地質図･地質構造図･資源

図等北酉地域に関する各種地図の編集

2)エスキャップ堆積盆地対比計画:堆積盆地の層序化石層

序の対比と断面図の作成等

3)CCOP-IDOE計画:国内研究機関との相互連絡IDOE

トランセクト地域の地質構造の研究

4)環太平洋地域の層状マンガン鉱床の比較研究:資料収集に

よる形成環境の比較と資源ポテンシャルの把握

5)海外業務

��

��

��

��

��

専門家派遣に関する計画の策定派遣に伴う業務

国際会議:CCOPCCOP/SOPACUJNR等

共同研究推進等に関する関係部課に対する協力

在外研究･調査団等の折衝･連絡および渡航に関する業

務

CCOPテクニカノレブレティンの編集海外地質文献･

地図等の収集世界地質図委員会に対する協力海外地

質朗報の印刷�
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研究担当蔀謀:海外地質調査協力室が中心となり

各研究部課が協力する.

2-29地方地質の研究

北海道支所

研究方針:北海道における地質･地下資源の総合的

調査研究先行的基礎研究を進めるとともに技術の開発

指導を行う.また本所業務あるいは海外技術協力に

積極的に協力する.

研究および業務計画

1)地方地質の研究

(1)地下資源分野では窯業原料鉱物資源の研究稀少金属

資源の研究および樺戸炭田の地質の研究を行う

(2)基礎研究分野では西南北海道地域の深成岩類の研究お

よび十勝川上流地域新生界の古地磁気的研究を行う

(3)環境地質分野では平野地質の研究を行う

2)研究維持整備業務:岩石鉱物薄片研磨業務資料標本整備

に努める

研究担当部課:北海道支所が担当する.

東北出張所

研究方針:東北地方における地質･地下資源に関す

る基礎的調査研究および資･試料の収集･整備を行い

地域開発に必要な基礎資料を提供する.とくに地殻熱

エネルギｰ資源を対象とする研究に重点をおく.また

東北地方の地質･鉱床･応用地質学上の資料センタｰと

しての役割を果すため関係資料および岩石･試錐岩芯

等の収集･整備保管を行いもって地域社会の要望に応

える.

研究および業務計画

1)地方地質の研究

(1)青森県下の温泉泉質と地質構造に関する研究

(2)中新世安山岩類の変質作用における化学組成の挙動につ

いて

2)資料センタｰ

(1)東北地方の地質･鉱床および応用地質学的資料岩石標

本試錐岩芯等の収集および整備を行い技術指導･相

談に応える

研究担当部課:東北出張所.

名古屋出張所

研究方針:東海北陸地方の地質･地下資源に関する

基礎的研究および資料の収集･整備を行う.とくに菅

内窯業原料について未開発資源の研究を進めるととも

に今後の資源対策についての資料収集と総括を行う.

研究および業務計画

�

㈩

㌩

地方地質の研究:管内の粘土および陶石鉱床についての研

究を行う

本所研究業務の分担(鉱物･地質図幅･地質編さんの研

究)

地質･地下資源に関する試･資料の収集･整備および技術

指導･相談

研究担当部課:名古屋出張所.

大阪出張所

研究方針:近畿地方の地質および地質構造など基礎

的な研究を主題とし同地方周辺地域を含む関連調査研

究を実施するとともに各種試･資料の収集･整備を行

い地域社会の要望に応える.

研究および業務計画

�

㈩

㌩

地方地質の研究

(1)湖東地域の古生層の研究

(2)瀬戸内中新続(近畿地方東部)の研究

(3)和泉層群(和泉山脈中部)の研究

(4)近畿地方の未利用粘土資源の研究

本所研究業務の分担(地質図幅･編さんの研究)

地質･地下資源に関する試･資料の収集･整備および技術

指導･相談

研究担当部課:大阪出張所.

中国出張所

研究方針:中国地方の地質的特色を生かした研究を行

うとともに管内の地質に関する資･試料の収集･整備

につとめ地域開発と保全とに必要な地質的基礎資料を

各界に提供する

研究および業務計画

�

㈩

㌩

地方地質の研究

(1)広島県北酉部の中生代火成活動の研究

(2)中国地方の花筒岩類の風化機構の研究

本所研究業務の分担(地質図幅)

地質･地下資源に関する試･資料の収集･整備および技術

指導･相談

研究担当部課:中国出張所.�



一15一

四国出張所

研究方針四国地方の地質的特色を生かした研究を

行うとともに地域内の地質に関する資･試料の収集･

整備に努め地域開発に必要な基礎資料を各界に提供す

る.

研究および業務方針

1)地方地質の研究

(1)香川県下の岩脈類の岩石学的研究

(2)古期岩層中の可燃性天然ガスの発生機構ならびに採ガス

技術の研究

2)地質･地下資源に関する試･資料の収集および技術指導･

相談

研究担当部課:四国出張所.

九州出張所

研究方針九州地方の地質的特性に応じ｡た調査研究

を行うとともに管内の地質および地下資源に関する資

料の収集･整備に努め地方地質の基礎資料を提供する.

研究および業務計画

1)地方地質の研究

(1)九州管内における粘土鉱床の研究

(2)天草炭田の総括研究

(3)佐賀県北酉部の佐世保層灘の研究

(4)九州の珪砂資源の研究

2)地質･地下資源に関する試･資料の収集･整備および技術

指導･相談

3)本所研究業務の分担(地質図幅)

研究担当部課:九州出張所.

2-30資料･出版業務

業務方針国内外の資料収集を強化し収集資料の

有効利用と整理を図り情報部門を充実させる.出

版は年度計画にしたがい研究成果を迅速に公刊すると

共に出版諸経費節減のため新しい技術･知識の吸収に

努める.

業務計画

1)資料情報の調査･収集:国内外の地学関係文献の収集およ

び情報の把握に努める

2)受入資料の整理･明確化所蔵目録作成未整理資料の整

理を行う

3)文献情報活動:地学文献目録の採録地質図索引図の編集

地学文献速報の採録･編集および文献紹介を行う

4)文献検索･資料業務の機械化:資料情報の効率的活用のた

め検討を進める

5)出版物:各種地質図類･月報･報告等を出版する

業務担当蔀課資料室

2-31研磨･薄片･機械工作業務

業務方針

1)地質鉱物の研究に必要な顕微鏡観察用の岩石･鉱

物の薄片および研磨片の作製とそれに伴う作製技術

の開発を行う.そのため各研究者と密接な連携

をとり岩石個々の特性に応じ研究目的に適した

作製方法によって作製業務を遂行する.

2)地質の研究に必要な機械器具類の試作改良補修

調整などについて各研究グルｰプに協力し常に連

携をとりよりよい成果をあげることを目的とする.

そのため安全確保に努め加工技術の向上を図る.

業務計画

1)岩石研磨

(1)地質･鉱物研究のための一般薄片研磨片の作製

(2)薄片作製上の新技術開発と研磨剤接着剤などの選択と

その利用技術の開発に努める

(3〕EPMA用の多種類微少鉱物の同一研磨薄片の作製方法

の研究

(4)EPMA用粉末状試料の薄片作製方法の研究

(5)多数試料の第1次同時研磨法の研究

2)機械工作･試錐

(1)大口径柱状採泥器の作製

(2)採泥器用水中カメラのフラッシュ用真空ケｰス作製

(3)小型採泥器の作製

(4)乾式ボｰリングによるガス抜き装置オｰガロッドの試作

(5)S波による弾性波のバネ式水平動起振装置の試作

(6)その他小物品の試作作製調整恋とを行う

業務担当部課:技術部特殊技術課.

2-32地質相談所

業務方針地質および地下資源に関する指導･相談

を行い指導相談業務の内容を所内外に連絡し社会の

要請と地質調査所業務との効果的荏連携を図る.また

各都道府県下の地質および地下資源に関する社会産業情

報を収集･把握する.

業務計画

1)相談業務ならびに所内業務と関係ある内外の産業情報の収

集を行いとりまとめて報告する

2)各都道府県下の地質および地下資源に関する情報を把握す

るため資料収集を行う�


